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孤．考 察 Disklussion　und　Betrachtung

　今年度，前後3回にわたって行なわれた永久方形区の植生動態に関する調査は，初年度であ

り，基準としての調査資料の収集と春，夏，冬の季節的変化の把握が主眼となる。とくに第3

次の冬季調査は，各方形区の積雪がなくなった3月中旬に行なわれたため，越年できなかった

種が完全に消滅した資料の収集が可能であった。したがって，第3次調査で出現種数の大幅な

下平のみられた地点が多い。

　今年度の植生調査資料のみから，20地点の植生動態に関する結論はでない。しかし，以下に

示されているように，調査区毎の出現罪数の変化，種の動態に関して，季節的変化を中心に考

察することができる。

1．調査感心の出現忌数変化

　　VeranderuRg　der　vorkommenden　Arten　je　nach　U1腹tersuchungs、

　　flachen

　各調査戦野に出現冊数を比較すると，TPQ－6，7，1！，17，18，19，20が20種以下と少な

いのに対し，マンサクーコナラ群落にまとめられるTPQ－L（8），9，13，15とTPQ－3，12

は30種以上と，多い。

　TPQ－18，20は林床にウラジロが繁茂しているため草本層がウラジロを除き貧弱となっている。

また，裸地への先駆相でもある。TI）Q－11，切り跡のTPQ－19も出現回数が限られている。

　出現種数変化は，第1次（春季）→第2次（夏季）に娼現四三が増加またはほぼ同…で第2

次（夏季）→第3次（冬季）に大きく滅少する地点が多い。TPQ－1，2，5，6，8，9，13，

！4，15，16，18，19，20，の！3地点に及んでいる。第！次調盗以後，数種の減少したのがTPQ－

1！地点だけである。自然度の高いマツ林であるTPQ一ユ。，裸地への先駆的植分であるTPQ－1エ

17は，夏季と冬季で変化がみられなかった。

　このことは，平縁生の草本植生が自然林より二次林に多くみられ，今回の20地点の多くが二

次林であるために，夏季に最大の出現種数を数え，冬季には枯死してしまう個体の多いのが一

つの原因である。さらに，木本植物の芽生え，！年生幼木は，越冬できずに枯死する個体を多

く生じさせることもある。
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Fig．26．出現種数の変動表

　　　　　Ubersicht通ber　die　quantiもaviven　Veranderungen　eiRzelner　Arten
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2。調査区毎の種の動態

　　　Artendynamik　je　nach　Untersuchungsfl試chen

　各調査区毎に，全出現種に対するα〉階層別に消長，量的変化ともになかった種，（2）階層別に

消長をともなわない量的変化のあった種，（3＞階層別に消長をともなう量的変化のあった種の動

態はFig．27．に示されている。

　20地点の調査区に共通している点として，全然変化のみられなかった種の割合は25％以下に

低下することはない。一方，消長をともなう変化を生じた種の割合も25％以下に低下すること

はない。量的変化のみられた種の割合は10％～35％前後まで調査地点により変動がみられる。

　消長，量的変化のなかった種の割合は，TPQ－4地点で30％以下と最小となるのに対し，同

じサイゴクミツバツツジーアカマツ群落でもTPQ－10，TPQ－12では60％前後の価を示して

いる。50％以上が変化がみられなかった種で占められる調査区はTPQ－6，7，8，10，12，

・18の6地点である。

　量的変化のみ生じた種の割合は，常緑広葉樹のスダジイ林でも10～30％になり，とくにTPQ

－14は，不安定立地あるいは人為的撹乱を多く受けている二分と判定される。アカマツ林を形

成することの多いサイゴクミツバツツジーアカマツ群落は，典型下位単位にまとめられるTPQ

－516，16，で量的変化のみ生じた種の割合が10％前後と比較的少ない。TPQ－10は岩盤露

出地のアカマツ，クロマツの優占する自然度の高い植生であり，云々変化のみられなかった種

は60％こえるのに対し，量的変化のみ生じた種の割合は5％以下と最ノj・の価となっている。

　林床にウラジロが～面に被っているTPQ－！8，20では，消長のともなった変化を生じた種の

割合が30％強であるが，量的変化のみ生じた種の割合はコナラの亜高木（TPQ－18）の10％以

下に対して，ヤブツバキなどの低木が疎に生育するTPQ－20では30％をこえている。

　マンサクーコナラ群落にまとめられるTPQ－1，8，9，13，15では，ほぼ同一の割合と

なっている。とくに，消長をともなった種の割合が30～4Q％である。

　切り跡であるTPQ－19地点は，各タイプの割合が30～40％となっている。しかし，時間の経

過した今後の第4次以降の調査では，もっとも変化の生じる地点と判定される。



83

．慈

箔

N

ゆ

揖

く

くロ

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

調査一層r．d．．Aufnahme（TPQ一）

Fig．27全出現種数に対する種の動態の割合　Aufteilung　aller　beobachteten　Pflanzenarten　auf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Grun（玉ihrer　Dynamk

1：階層別に消長，量的変化ともになかった種　　　Unve滋nderten

2：階層別に消長をともなわない量的変化のあった種㌶ur　innerhalb　der　ei脇elnen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Schichten　quanti之ative　veranderungen

3：階層別に消長のあった種　　　　　　Entweder　verschwunden　oder　neu　aufgetaucht
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　　　　　　摘　　　要

Zusa搬me益fassung　auf　Japanisch

　敦賀半島は，本州のほぼ中央の日本海に面した若狭湾に突出している。今回，敦賀半島の先

端部を中心に20地点の永久方形区が設定された。20地点の永久方形区は，組成表による比較検

討の結果，以下の5群落に区分がまとめられた。

　　　　　1，ヤマモモースダジイ群落

　　　　　2．ウラジローコナラ群落

　　　　　3．マンサクーコナラ群落

　　　　　4．サイゴクミツバツツジーアカマツ群落

　　　　　5．アセビーリョウブ群落

　第1次（春季，1979年5月），第2次（夏季，1979年8月）および第3次（冬季，1980年3月）

の前後3回に亘って，選定された20地点の植生調査資料が収集された。室内作業を行ない，群

落組成表による各地点の植物群落の動態について検討を重ねた結果，以下の点が指摘される。

　1）　出現番数の変化は，各地点に共通して毒忌にもっとも多く，第3次の冬季に最小の価と

　　なっている。

　2）　自然度の高いアカマツマクロマツ林（TPQ－10地点，貧養乾生立地の先駆相であるTPQ

　　－11，17地点）では出現種数の変化が少ない。一方，マンサクーコナラ群落にまとめられる

　　夏緑広葉樹9）二次林では冬季に出現種数が大幅に減少する。

　3）全出現無数に対する種の動態の割合は這々変化のみられなかった種，消長をともなう変

　　化のみられた種ともに25％以上の価を示している。

　4）量的変化のあった種の大部分は，冬季に落葉する夏緑広葉樹である。したがって，夏緑

　　広葉樹の限られているTPQ－6，10，12，地点などでは，量的変化の割合が10％以下の価を示

　　している。

　5）今回の調査は，群落動態に関する調査の初年度（第1年次）であり，季節的動態を中心に把

　　握できたにとどまる。今後調査年次を重ねることによって，経年的動態が明らかになり，

　　環境条件との対応の把握が可能となる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z疑sam澱enfassung

　　Die　T曄uga・Ha玉blnse1玉iegt　auf　der　japa臓ische難Insel　Ho鷺shu　an　der　Wakasa－Bucht，

einem　Te圭玉des　Japanischen　Meeres．　An　der　Spitze　dieser　Halbinsel　wurden　20　Dau　er

beobach之u捻gsflachen　gewahlt，　dle鍛ach　der　Zusammensetu捻g　ihrer　Vegetation圭n　eine　der

fo玉gende鍛5Gese1圭schaften　eingeordnet　werden　ko籔nten：

1）

2）

3）

5）

4）

　　Zu　drel　verschiedenen　Zeitpunkte盤（M

Vegetat圭。簸

folgendes　Bild　von

1）

　Beobach籔ngszeitpunk毛）klein．

2）　In　dea　durch　eiなen　hohen　Nat慧rlichkeitsgrad　ausgeze圭ch鷺e毛e簸P読㍑846ηs解。η一乃η麗

　漉z4ηろθ㎎どピーForsten（F圭ache　Nr．10）und　in（墨en　Pio揺ergesellschaften　auf　armen，　trockeRe！｝

　B6den（Flachen　Nr．11　und　17）war　die　Veranderung　der　Artenzahl　k圭ei貸．　Dagegen

　nahm　die　Artenzahl　im　sommergrUnen　Laubwald　der磁脚勉61乞sブαヵ。痂。α一Q㍑67c粥

sθ獺彪一Gesellschaft　im　Winter　stark　ab．

3）　In難erhalb　der　gesamten　Arte鍛zahi　be℃rug　sowohl　die　Gruppe　der　unver該nderte簸

　Arten　a圭s　auch　die　Gruppe　der　en宅wedαverschwundenen　oder捻en　aufgetauchten　Ar之en

　rnehr　a1呂　25％．

4）Di・．Q・t・n　A・t…die　si・h　q・a・tit・ti・・er装・d・・t　h・tten・・i・d・・mm・・g・銭・・Lauト

　baume．　D≒shalb　weisen　die　Flacりe無Nr．10，12　u難d　6，　die　nicht　mit　Laubbau慮en　beSta－

nden　sind，．Werte　vo難u貧ter　10％auf．

5）　Die　vorliege陰de　U就ersuchung　Uber　die　Dynamik　der　Pflanzengesellscha實ea，　in　deren

Zentrum　im　ersten　Jahr　der　jahreszeitllche　Wandel　stand，　wird　fortgesetzt．　Auf　grund

　der　veranderten　Daten　i麓de登総achsten　Jahren　wird　die　langfristige　Dynamik：，　entspre－

　chend　den　Umweltbed沁g魏ngen，　dentlich　werden。

伽’oα剛6ηz－Gα3孟αη01）s空。％sが諏忽var．　s毎ゐ01漉ゴーGeseilschaft．

016ガ。勉痂αメαカ。痂。α。Q％θγ飾sε6γηたz－Gese王ischaft．

磁㎜〃z61まsノαρo痂。α一Q鷹π％s　sθγ勉たz・Gesellschaft．

測θγ露メ¢ρo痂。α・α6漉瓶δαγ∂碗θ7か露一Gesellscha至t．

R乃04046％4％oη辮％4ψ¢s－P魏鋸s4θ銘ε〃70γo－Gesellschaft．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ai　1979，　August　1979　u薮d　Marz　1980）wurde　die

　　　　　　　der　Beobachtungs鎌chen　au至genomme論．　Die　Auswertung　der　Daten　ergab

　　　　　　　　　　　　　　der　Dynamik　i難nerhalb　der　verschiedenen　Pflanze貸gesellscha｛ten．

Die　Vera益derung　der　Artenzahl　war　Uberal｝im　Sommer　gro8，　im　Win之er　aber（3．
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永久方形区　TPQ－1

永久方形区　TPQ－1
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永久方形区　TPQ－2

永久方形区　TPQ－2
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永久方形区　TPQ－3

永久方形区　TPQ－3
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永久方形区　TPQ－4
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永久方形区　TPQ－13

永久方形区　TPQ－15
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